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浜
田
市
民
歌

　

呼
び
か
け
る
風
に

五
十
川
式
部　

作
詞

小
六
禮
次
郎　

作
曲

一　

広
が
る
空
を　

共
に
仰
げ
ば

　
　

歌
は
あ
ふ
れ
る　

緑
の
大
地

　
　

手
を
の
べ　

呼
び
か
け
る

　
　
　

さ
わ
や
か
な
風
に　

花
は
ほ
ほ
え
み

　
　
　

あ
た
ら
し
い
風
に　

歩
め
明
日
へ

　
　

浜
田　

わ
が
ま
ち　

地
球
と
い
き
る
ま
ち

二　

眩
し
い
海
に　

汽
笛
高
鳴
り

　
　

希
望
は
ば
た
く　

魚
は
躍
る

　
　

手
を
の
べ　

呼
び
か
け
る

　
　
　

は
れ
や
か
な
風
に　

心
ひ
ら
い
て

　
　
　

あ
た
ら
し
い
風
に　

歩
め
明
日
へ

　
　

浜
田　

わ
が
ま
ち　

笑
顔
つ
ど
う
ま
ち

三　

連
な
る
山
に　

森
に
流
れ
に

　
　

恵
み
豊
か
な　

優
し
い
故
郷

　
　

手
を
の
べ　

呼
び
か
け
る

　
　
　

ふ
く
よ
か
な
風
に　

人
よ
輝
き

　
　
　

あ
た
ら
し
い
風
に　

歩
め
明
日
へ

　
　

浜
田　

わ
が
ま
ち　

文
花
か
お
る
ま
ち

　
　

浜
田　

わ
が
ま
ち　

地
球
と
い
き
る
ま
ち
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議会のあらまし

本
会
議
で
審
議
さ
れ
た

　
　
　
　

主
な
議
案
の
内
容

〔
都
市
宣
言
の
制
定
〕

▼　

浜
田
市
人
権
尊
重
都
市
宣
言

の
制
定
に
つ
い
て

　

世
界
人
権
宣
言
60
周
年
及
び
本

年
10
月
の
「
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復

帰
促
進
セ
ン
タ
ー
」
の
開
所
を
契

機
と
し
、
人
権
の
大
切
さ
を
再
認

識
す
る
た
め
都
市
宣
言
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

〔
条
例
関
係
〕

▼　

浜
田
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
更
な

る
普
及
と
、
今
年
度
導
入
予
定
の

証
明
書
自
動
交
付
機
の
稼
働
率

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
特
例
と
し

て
当
分
の
間
、
カ
ー
ド
の
交
付
手

数
料
を
無
料
と
す
る
改
正
を
行
う

平成20年

六　

月　

定　

例　

議　

会

平
成
20
年
６
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
９
日
に
招
集
さ
れ
、
６
月
25
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
都
市
宣
言
の
制
定
１
件
、
条
例
関
係
６
件
、
予
算
関
係
１
件
、
市
道
路
線
の
認
定
１
件
、
専
決
処

分
の
承
認
10
件
、
請
願
２
件
の
案
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
条
例
関
係
１
件
を
提
出
し

ま
し
た
。

も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

▼　

浜
田
市
金
城
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

今
福
及
び
波
佐
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
数
の
低

迷
に
よ
り
平
成
17
年
３
月
を
も
っ

て
事
業
を
休
止
し
て
い
る
が
、
今

後
も
直
営
又
は
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
る
効
率
的
な
事
業
運
営
が
見

込
め
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら

こ
れ
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　

条
例
廃
止
に
つ
い
て
、
反
対
討

論
と
賛
成
討
論
を
行
い
審
査
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

〔
予
算
関
係
〕

▼　

平
成
20
年
度
、
浜
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

補
正
予
算
は
、
国
県
補
助
事
業

で
追
加
や
変
更
を
要
す
る
事
業
及

び
当
初
予
算
編
成
後
に
新
た
に
生

じ
た
経
費
等
に
つ
い
て
調
整
す
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
４
１
２
６
万
７
千
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
項
目
で
質
疑
が
集
中
し
た

事
業
は
、
総
務
費
の
波
佐
・
小
国

地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
活
性
化
事
業
、

商
工
費
の
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰

促
進
セ
ン
タ
ー
環
境
整
備
支
援

事
業
、
教
育
費
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業
と
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
で
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

〔
請
願
の
審
査
結
果
〕

▼　

自
主
共
済
制
度
を
保
険
業
法

の
適
用
か
ら
除
外
す
る
よ
う
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

　

団
体
構
成
員
の
相
互
扶
助
を
目

的
と
し
て
、
自
主
的
か
つ
健
全
に

運
営
さ
れ
て
い
る
自
主
共
済
制
度

を
、
保
険
業
法
の
適
用
か
ら
除
外

す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
を
、
政

府
並
び
に
関
係
機
関
に
提
出
を
求

め
る
も
の
で
、
賛
成
小
数
で
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

〔
議
会
運
営
委
員
会
提
出
〕

▼　

浜
田
市
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
議

員
が
政
治
倫
理
の
確
立
と
向
上
に

努
め
、
常
に
良
心
に
従
い
誠
実
か

つ
公
正
に
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と

を
促
し
、
清
浄
で
開
か
れ
た
民
主

的
な
市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

　

議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
規

律
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

も
の
で
、

　

①　

議
員
の
責
務

　

②　

政
治
倫
理
基
準
の
遵
守

　

③　

審
査
請
求

　

④　

審
査
会
の
設
置

　

⑤　

政
治
倫
理
基
準
違
反
に
対

す
る
措
置

　

⑥　

審
査
結
果
の
尊
重

等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

◎
全
国
市
議
会
議
長
会
並
び
に
、

中
国
市
議
会
議
長
会
の
定
期
総
会

に
お
い
て
議
員
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
全
国
市
議
会
議
長
会

・
正
副
議
長
４
年
以
上

　
　

美
浦
義
樹（
弥
栄
町
木
都
賀
）

・
議
員
25
年
以
上

　
　

高
見
庄
平
（
長
浜
町
）

○
中
国
市
議
会
議
長
会

・
正
副
議
長
６
年
以
上

　
　

美
浦
義
樹（
弥
栄
町
木
都
賀
）
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問
質

　

三
隅
自
治
区
の
読
み
語
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
「
三
隅
の
図
書
環

境
を
考
え
る
会
」が
立
ち
上
が
り
、

本
年
３
月
に
市
長
に
対
し
、
子
ど

も
図
書
館
建
設
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
思
い
か
ら
、
三
隅
図
書
環
境

に
関
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
。
そ
の
回
答
書
の
内
容
確
認
も

含
め
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

一般質問
16人の議員が市政を質しました。

問
質①　

燃
油
高
騰
は
、
市
民
生
活
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

ま
さ
に
こ
れ
は
「
経
済
災
害
」
と

思
う
が
認
識
は
ど
う
か
。

②　

燃
油
高
騰
は
行
政
運
営
に
も

影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
今

後
、
優
先
順
位
の
低
い
施
策
の
凍

結
や
国
保
料
、
市
税
等
の
減
免
に

よ
り
市
民
負
担
軽
減
に
努
め
る
考

え
は
な
い
か
、
緊
急
対
策
に
関
し

て
聞
き
た
い
。

弁
答①　

穀
物
価
格
の
上
昇
等
も
加
わ

り
、
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
さ
に
災
害
と
い

う
視
点
で
、
緊
急
対
策
を
打
つ
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②　

原
油
高
騰
は
行
政
コ
ス
ト
を

上
昇
さ
せ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
行

革
を
迫
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
施

策
の
見
直
し
を
図
り
た
い
が
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
は
極
力
抑
制
す

る
と
い
う
視
点
が
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
学
校
図
書
費
に
つ
い
て

②
指
定
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

こんな事業を
可決しました。

●学校支援地域本部事業
事業費　9,272千円

　各中学校区を地域と設定し、公
民館を中心とした支援ボランティ
アを育成、公民館で連絡調整でき
るよう情報を整理、データ化しよ
うとする事業。

●スクールソーシャル
　　　ワーカー活用事業
事業費　3,300千円

　児童生徒の問題行動やいじめ、
不登校の背景には、家庭や友人関
係など様々な環境の問題が複雑に
絡み合っており、スクールソー
シャルワーカーの活用を通して、
問題解決を図ろうとする事業。

●波佐・小国地域
　コミュニティ活性化事業
事業費　4,390千円

　波佐地区と小国地区で、現在活
動している各種団体のネットワー
ク体制構築のため、地域マネー
ジャーを中心とする「地域プロ
ジェクト委員会」を置き、農産物
の効率的流通の充実、地域住民の
生活支援などの地域運営を行う事
業。

弁
答

　

地
域
の
熱
い
思
い
を
尊
重
し
、

中
期
財
政
計
画
や
、
新
た
に
建
設

す
る
中
央
図
書
館
と
し
て
の
浜
田

図
書
館
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
振
興
基
金
を
活
用
し
早

期
実
現
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

　

建
設
場
所
は
小
中
学
校
や
美
術

館
な
ど
教
育
文
化
施
設
が
集
積
す

る
場
所
が
理
想
で
あ
り
、
建
設
時

期
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
早
い

ほ
う
が
良
い
と
考
え
る
。

子
供
図
書
環
境
に

つ
い
て

三
浦
保
法

み　

う
ら　

や
す　

の
り

ガ
ソ
リ
ン
高
騰
に
よ
る

地
域
経
済
と
行
政
運
営
へ
の
影
響

川
神
裕
司

か
わ　

か
み　

ひ
ろ　

し




